






























































































































































































































































































































































































































































確 FTB，AICPA業種別監査・会計の第 GASBTB，A－CPAが州・地方政府事業体立 指針およびSOP G2に適用することができるとし，かつ
さ Aレ




会 AcSEC実務公報 AレAべ とを条件にAcSEC実務公報および
計 Pル GASBによって組織された会計士団体のコンセンサス
原










A封 GASBTB，他の専門団体または い場合の企業の左記第1ないし第4レベ計 規制当局の公式見解，AlCPA ルのGAAP，APBS，SFAC，AICPA論点
の
文 尊門実務書手引，会計学の教科 整理書，IAS，他の專門団体または規制
献 書，ハンドブックおよび論文 当局の公武見解，AICPA専門実務書手P） 引，会計学の教科書，ハンドブックおよ
び論文
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AmAPBO
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GASBI
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FASB－nterpr敏且t1on
FASB　Tech皿c茗1B咀u臣七皿
GASB　S㎏蛇皿e皿t
GASB　Co皿o里P旋S噛tEm且皿t
GASB　Inセ叩re油t1o皿
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IASC　I皿tem繧tmn乱ヨAcoou皿せ皿g　S胞nd固rds
FASB　S協t｛皿ont　oi　FI日封皿c固1A㏄o1mting　S幅皿d圃rds
FASB　S士目t担me皿t　of　Fm且nc噛1点㏄o皿nt｛口g　Co而o巴p値
AICPA　S胞tom已nt　of　Po量甘mn
221
72 早稲田衝学第354号
w．あとがき
　GAAPは数次の統一・拡張を経て，今日，再構築されたが，それは必ずし
も首尾一貫した会計理論体系に基づいて行われたのではなく，むしろその多く
は実務からの要請を通じて行われたといえよう。すなわち，過去半世紀にも及
ぶGAAP形成の歴史を跡づけてみると，財務報告実務の統一を目指して一般
に行われている会計実務のなかから優良な会計実務のみを蒸留し㈹，これを選
択可能なGAAPとして一般化し，次いでこの選択可能なGAAPの幅を狭めて
いくという方法㈱で構築されてきたといえる。しかし，実質的に権威のある支
持を得ているGAAPが増加するにつれて，その適用指針・解釈指針の役割を
果たすより詳細かつ具体的なピースミール的GAAPが必要とされるようにな
り，GAAPは，好むと好まざるとを問わず，逆に，多様化せざるを得なく
なってきた。
　結果自勺に，FASB会長De㎜is　R．Beresford氏が「U．S．GAAPは他のどの国
よりも質と量の両面において厳密である」㈱と自負するGAAPが構築された反
面，「外国企業は膨大かつ詳細すぎるアメリカの会計・開示規定に準拠するこ
とを嫌がり，その有価証券をアメリカの市場で募集またはアメリカの証券取引
所に上場することを避け」帖邊るようになり，また，ビジネス・ラウンドテーブ
ル（BRT）等の産業界からは「U，S．GAAPはあまりにも詳細すぎてアメリカ
企業の国際的競争力を削ぐ」㈱とか「アメりカ企業は基準がさほど厳密ではな
い外国企業と競争しなければならないので不利である」㈱と誇られるべきU，S－
GAAP，ひいては会計基準設定主体が批判の矢面に立たされている。
　国際的な財務報告制度が現実味を帯びてきた現在，U．S．GAAPはあまりに
も詳細すぎるがゆえに，その調整間題も深刻であるといえるのではなかろうか。
すなわち，規制当局と会計基準設定主体は，一方で投資者にとって必要な情報
の質と量を損なうことなく，他方でアメリカ企業に競争上の不利を被らせるこ
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となく，国境を越える資本移動を促進できる会計基準をどのようにして設定し，
適用すべきかというジレンマに悩まされている㈱。さらに，会計基準設定主体
は，例えばIASC基準とu　S．GAAPとの調整ひとつとってみても，それは困
難であり，ましてや世界的な規模で財務諸表の比較可能性を確保しようとする
ならば，多くの経済的，政治的，文化的ハードルを跳びこえながら，非常に多
方面に及ぶ差異の解消に努めなければならないという問題に直面しているとい
う㈱。しかし，「アメリカの会計環境においては，u　S．GAAPを詳細でなくす
ることは至難のわざであり，またU．S．GAAPに匹敵する詳細さを国際的に受
け入れさせることも同じように困難」㈱である。そうであるとすればアメリ
カ・サイドとしては「近い将来，普遍的に認められる国際的な会計基準を作る
ことは明らかに不可能であり」㈹，別の調整方法に目を転じざるを得ないこ
とになるが，たとえ2国間相互承認（mutual　reco馴ition　or　reciprocal　agree－
ment）方式等の別の調整方法であっても，精粗の程度はともかく，早晩，国内
GAAPの調整問題が顕在化してくることは必定であるといえよう。そうして
みると，粁余曲折を経て再構築されたU．S．GAAPであるが，再び見直しされ
る日はさほど遠い将来ではないのかもしれない。
創1〕ちなみに文献を渉猟した結果，その主なものをみてみると，次のとおりである血
　　まず，ユ936年1月に公表されたAIAの「独立公共会計士による財務諸表監査（E畑minati㎝of
　酌nancial　Stat㎝e血ts　by　lnde脚d邑口t　Pub11c　A㏄o㎜tants〕」の会計士の報告書においては「認め
　　られた会計原則」という用語が用いられている。次に，SECの当酵の主任会計審査官である
　CamanG，Bloughは1936年12月のアメリカ会計学会（AAA〕の隼次犬会の講演において
　　「rGAAP』という溺語は，会蕎f学の文献において，とりわけAIAおよびSEcによって広く用
　いられている」と述べ（C邊r皿細αBlo㎎h，“The　Need加r　A㏄o㎜ピ㎎Primjp1闘”，ルτω旭舳ぎ伽
　切棚、March1937，p，31）、すでにこの当時「一般に」という副詞が付加されていることを示唆し
　ている。しかし，RGr劃dyによれば，GAAPという用語は，TheMcKess㎝andRobbi皿s会社事
　件を契機に，1939隼に、AIAの監査手続委員会が「監査手続の拡張（E池皿sions　oiAud・ting
　Procedure）」のなかの監査報皆書の意見文節の用語として用いたものである｛P汕1Gr乱dy、“1阯
　甘entory　of　Ge口emuy　Accepted　A㏄omtmg　Pri皿c1ples　for　B衙siness　E耐erpris鑓｝，λ1CP”・λ6む榊伽’
　｛荊g地醐螂伽九∫伽吻灼．71965，AICPA，pp．47－52）　という。
　　したがって，文猷上，GAAPという用語がいつ頃から用いられるようになったのかについて
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　は正確には明らかではないといわざるを得ない。
｛2〕　A1A，Correspo皿dence（1932－1934）、’Report　of肚e　Speci囲1Co皿mit柾e　on　C⑪oPeration　w1曲Stook
　Excha回騨oれhe　Amerlcm　hstitu旋of　Acoo皿n血n悔to　the　Co皿皿it嘘on　St㏄k　List　of　the　New　York
　Stock　Exch劃nge｝，　（in　ノユ別d砿∫　oヅCo物四蛇λ’co刎刑地〃里、Sept．1932）．
13〕Carm刮n　G．B1㎝ghも，この委員会の勧告は，「今日の標準文言である『GAAP」の先駆であっ
　た」と述べている（Camm　G．B1㎝gh，“Dew1opm舶tof　A㏄o㎜d皿gPrinciples　i口the　United　St囲tes”，
　in　B〃㎏1紗∫ヴ榊伽∫肋棚㎝f加月伽〃〃㎞olF｛刎π伽1月‘c伽〃伽g，SchooI　of　Busir■ess　Admmistration，
　Uniwτsity　of　Cauforma，Berkeley，1967，p．3．）o
｛4〕　GeoTge0．May，“Generally　Accepted　Pri口ciples　of　Accountmg”，∫ωη吻’oアλf伽舳伽岬，Ja口．1958．p，
　23．　Reed　K．Storey，丁加∫刎κκア〃λcc舳椛免荊g　Pガ伽ψ’鮒一Tod妙㌔Pτ肋加㎜〃P〃功2‘‡ω僅，A工CPA，
　1964，P，11．
（5〕伽d
（6〕この根拠条文の翻訳については，新丼清光・広瀬義州「国際財務会言†基準」中央経済社、1989
　年，160－161頁を参、照されたい⑰
（7〕　SEC，Acむo也械伽旦∫〃惚茗地㎏㏄｛（A∫亙）Nα4＝Ad伽｛伽s赫成初畠Po‘批ツ〆F洲皿榊棚互S…砒ε閉醐お，Apri125．
　1938．
｛8）　Ma鵬haH　S．Arms打o皿g，“Some　Thoughts　on　Subsねntla－Alエthoritative　Support’1，土㎏J伽〃醐ユぴ
　λむ‘ω舳胞伽ツ，Apri11969，pp，44－50一
｛9）　Car皿a皿G．B－ough、功．o砿，p．176．
OΦ　SEC、λ∫RjV血150j∫勉加㎜〃foヅP四此りo〃”2挑吻阯一∫此珊蛇地f蜆刑d∫伽伽螂リ2伽｛〃oグλむむσ阯仇抗瑚gP蜆他蜆抄1郷
　邊〃S施〃〃d5，D虐c　20．1973
（11〕　Den皿is　R．Beresford，’’The　FASB－AcSEC　RelatloIlshlp－Cooperatlo口　or　Co11飢ct？’’，Fλ∫B
　　γ1EWP01WT∫，J≡m．23．1992．pp．6－8，
112〕これは，SECを原告とし，Contimntal　V㎝dmg　Machi皿e社の監査を担当していたLyb囎nd，
　Ross　BT0s．＆M㎝tgomery会計事務所（現Coopers＆Lybr割nd）の2人のパートナーと1人のマネ
　ジャーを被告とする事件である。この事伜において，最高裁はGAAPに準拠して作成された財務
　諸表に対して適正意見を述べた上記の監査人に対して，「一般に認、められた基準（ge舵rally
　a㏄ep蛇d　sta皿dards）に準拠したということは，監査人が善意に行動したことの証拠としてはきわ
　めて説得力があるが，必ずしも決定的な証拠ではない」として，「1934隼証券取引所法」違反の不
　実記載についての刑事責任を課した（σ伽肋∫肋ωω竹oヅλ柳眺μ止加∫2r〃α伽砿一N03，
　562，563，564一∫ψ地棚凸〃τ召〃π1968，Record　Pre閲I口c．，NY，NY，Nov・13．1969．　Davld　B・IsbeH，
　“The　Conti皿enta1Vending　Case－Lessons　for止he　Profess孟oI1｝、∫ω閉如‘oチλc‘㎝吻施伽ツ，Aug．1970，pp．
　34一里C　日nd　J　Herma皿　Brassea1』孟　and　Francls　L．Miles，τ加λ〃〃〃きR宙柳工一丁加　Cω埋　皿〃
　〃蜘物苦㎞、∫榊肋一W鮒酬p州。∫此伽g　Co．，1972，pp．141－163等を参照〕。
（1劃　The　Commissio皿oIl　Auditorsl　Respo皿sibilides、亙φ〃、C伽’螂㎞皿切R”㎝眈舳伽f㎞（C齪㎞
　R直榊）、AICPA，1978，p－15嶋羽至英訳「財務諾表監査の基本的枠組み」白桃書房，1990年，29
　頁）．
○砧　AICPA，S加o伽三B旭肋！加＝D｛∫’b∫〃置ψD物伽椛∫㎜刎C似地ω珊0チλoα刷淋励厚P〃伽ψ屹∫B螂〃d，Oct
　1964，P，1．
㈹　Marsh洲S　Armstrollg．功、“庄、p－45，
1工⑤1腕，
（1カ1胴　なお．『適正表示」と「GAAP」の関係については，拙稿「監査報告における意見表明の
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　意味」旬刊商事法務，1992年3月5日号（No．1277〕，2－9頁を参照されたい。
｛1尋　AICPA・Accountmg　Prmcip1es　Bo且rd（APB〕，∫勉姥伽〃肋〃肋4εcω肋1｛惚戸宛伽吻伽8o皿〃4－B口∫κ
　C伽伽μ∫囮〃A㏄ω〃伽厚p侃伽｛クk＄σ刊加7伽冊gF物ω㏄刎∫肋加閉舳始oヅB洲伽鮒∫E捌f仰㎏ω，AICPA，Oct
　ユ970，par　ユ38．
（工9　　／b－d．
⑫Φ　Donald　E．K1eso㎝d工erryJ．We鵬rand，〃舳昭肋蛇λ㏄伽械棚厚，7th　ed，John　Wley＆Sons　inc．，
　1992，P．15．
（21）　Dennis　R．Beresford、’’Emergi皿g　Problems：How　the　Profession　ls　Coping”、伽榊畑｛ψλ亡伽〃勉伽ソ，
　Feb．ユ981，p．57
〔2均　Don訓d　E．Kieso　a皿d　Jerry　J，W豊ygra皿d，功．‘故，p．15．
㈱　1M
（測　　Denn1s　R．Beresford，ψ．伽直，p．57．
（25〕∫M，P．58．
⑫⑤　SEC，λ∫月N皿19＝1帆f加ル胞肘〃oゾ〃‘Kω＄伽屯＆Ro肋肋5，1伽一一∫批榊伽肥りl　oヅF肋d伽g茗凸〃Cσ肌1払5舳，
　Dec．5．1940．
⑫力　SEC，λ∫R　No　177j　Noエκ‘oゾλd功＃伽〆λ伽岩〃棚追刑おfo月oγ例10－Q刮珊d亙召身加；蜆炊榊∫一X亙3身口〃伽厚
　／絨2蜆肌F｛蜆o伽一〇1R榊一珊厚，Sept．ユO，1975．
㈱　A工CPA，αぬθダP研ψ＄5㎜1C㎞蜘エ（as　ame皿ded　May20，ユ99ユ）．ユ991，p．12、
（2勃　AICPA・ASB，’’The　Me加ingo韮‘Prese回t　Fairly　in　ConformIty　with　Gener汕y　Ao㏄pted　Accounting
　　Princlp1es’ioせle　I口d亀pe皿dent　AudltorIs　Report｝，∫勉施伽刎底o悦λ加d｛肋昭∫娩”doゴ必く∫λ∫）Nα5，July
　　1975，pars，C2　and　05．
（3Φ　Dennis　R．Beresford，’The　FASB－AcSEC　Re1ationship1’，θ少c狙，p．6and“Emergi口g　Problems’’，ψ．
　　αt．p58．　Rober士S．Lavme、一一FASBコAICPA　Excha口geCoo1Not直s｝，λ‘むoo醐克冊星’τo4⑳，Aug－27．1990，
　　P．3
馴）　Dona】d　E．KIeso帥d　Jerry　J　Wey盟a皿d，砂．”よ，p，ユ5．
（32〕　FASB，∫FX∫Nα32，∫卿c加加朋dλむむ例〃伽厚沮蜆d肋加rf伽星Pア｛眈砂1珊血〃”㏄f北側肋λ∫CPλ
　　∫地地㎜召〃∫oチpo由倣閉α例d　G閉d鯛ω一4oω〃材舳厚邊〃λ別d伽伽g〃皿伽附（皿侃λ㎜2伽1伽刎‡ψλPB0が冊世閉
　　州α　2θ），Sept　1979．pars．1．2aIld　4
（33　AICPA・ASB，’’0mnibus　S㎞旋m把nt　o口Auditmg　Standards1987”，∫λ∫柵血52．Apr111988，par－8
（鈎　P目皿1Gr副dy，妙．む汲，1965，pp．23－57．
（35〕　AICPA・APB，St副tement　of　APB　No，4、功．c紘，par，139．
㈱新井清光「企業会計原貝聰論」森山書店，ユ985隼、395頁。
（3力新井清光「会計基準の国際的調和」税経通信，第67巻第1号（1992年），5頁竈
（鋤　ムーニッッ教授も「AAAから■出されたものの影響は見きわめることができないほど大、きい。
　　しかし，それは会計実務についている者に対しては注目すべきほど直接的に大きな影響を及ぽさ
　　なかった。」と述べている（Ma咀rio篶Moomtz、山0btaini㎎A餌舵ment㎝St邑nd乱rds1凪㎞e　A㏄ountl㎎
　　Professioバ、∫肋4伽初Aむ醐泌惚地3物陀庖荘8，AAA，1974，p，12）。
㈱　AICPA・ASB，SAS　No，52，ψ．f砿．，p割r．ユ．
（ω亜　FAF，丁加∫f㎜肋倣伽蕊肱舳な五肋蟹戸痂岨榊虹1λfω凹”伽9∫肋珊4邊”∫j五棚ガま加C伽睨例｛雌碗土0
　　他加脳∫工榊主舳雷チ倣朽㎜郷惚’λfα捌淋｛㎎∫施伽加“ぬ，ja皿．26．1989，pp13－26．　FAF　a皿d　GASAC，τ加
　　∫f伽伽㎡冊亙ア脈E3肋拐な絨珊厚G砒早舳腕棚蜆王λf’肋閉；伽苫∫施刊伽〃∫二亙榊砂伽違C伽蜆伽批狛僅肋Rω蛇ω
　　∫丘伽；洲直兵庁0o螂釧閉棚沮；λむむ榊祝脇g∫施〃皿fぬ，Jan－26．1989，pp，2－4乱nd　p．10et．刻．　GASB，＾GASB
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　JurisdictioIl　over’Spoda1E皿tity’Co皿tinued　l　Hierarclly　to　be　Revlsed｝，λ‘伽閉R卿〆0ω伽棚㈱o1
　λεcα舳苗初厚∫肋珊加勿5∫加ωN皿　66（Dec．工989），pp，1－3，
胆1〕　Paul　B　W．Miπer、’Fina皿cial　Accounting　R畠gulaOon　a皿d　Organizatio珂s｝（in　Aεco一■械肋施1Ho肋boo毘，
　ed　by　D．R　Camichael，S．B．Lilien　md　M　Mdlm釦，7凸edition，Joh皿Wiley盈Sons，1991，p・2・27）・
｛側　Doug屹s　Sau屹r，’Remoddmg　the　H01』se　of　GAAPI1，∫例〃刎ψλoω別〃o肌皿JuIyユ991．p－30一
㈹　乃掘．，p．31，　FAF．ψ　α宜，p－13一
｛側　Demis　R．B町es｛ord、“The　FASB－AcSEC　Re1a1］o皿sh1p｝，ψ．d互，p．8
145〕D㎝glasSa肚・，功．α止．P．31，
㈹　1M．
｛4力　AlCPA・ASB、“The　Me邊ningofPresentFair］y　il］Confor皿ity　wlthG僅nera皿yAccepted　Accounti皿g
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